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■幼児期からの生活習慣病予防教室

　幼稚園、保育所等を対象に、保護者や子どもに対し
て講話や運動実技、相談会、リーフレットの配布など
を行い、小児肥満に関する知識の普及、予防の啓発を
行っています。
（教室名：幼児期からの生活習慣病予防教室）

年度 開催回数
30 18回
元
５

19回
  1回

〔こども施設企画課〕

◆就寝時間が午後 10時以降の就学前児童の割合

資料：「元気発進！子どもプラン（第2次計画）」に関する市民アン
　　　ケート調査（平成28年～令和元年度）
　　　「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アン
　　　ケート調査（令和２年～令和５年度）

　 　 元年度　　 ２年度　 　  ３年度　 　  ４年度 　　 5年度

     31.0%         24.1%        26.5%        25.7%　　  24.7%

◆朝食を「ほぼ毎日」食べる就学前児童の割合

資料：「元気発進！子どもプラン（第2次計画）」に関する市民アン
　　　ケート調査（平成28年～令和元年度）
　　　「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アン
　　　ケート調査（令和２年～令和５年度）

◆朝食摂取割合

資料：全国学力・学習状況調査
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により調査未実施

元年度　　 ２年度　 　  ３年度　 　  ４年度　 　  ５年度

92.9%         94.1%         94.2%         93.7%         93.6%

小学 6 年生 中学 3 年生年度 北九州市 全　国 北九州市 全　国
元
３
４
５

92.6％
92.0％
91.3％
89.6％

95.3％
94.9％
94.4％
93.9％

91.0％
90.9％
89.7％
88.1％

93.1％
92.8％
91.9％
91.2％

◆子どもが１日にテレビやインターネット上の動画サイト等を見る時間

資料：「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アンケー
　　　ト調査（令和２年～令和５年度）

就学前
児童

小学生

中学・
高校生

１時間以上３時間未満
３時間以上
１時間以上３時間未満
３時間以上
１時間以上３時間未満
３時間以上

区分 内容 5

◆子どもの話をよく聞けていると思う保護者の割合
年度
３
４
５

小学生
22.2%
16.5%
19.0%

中学・高校生
24.0%
26.7%
23.6%

資料：「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アン
　　　ケート調査（令和２年～令和５年度）

◆家族と毎日会話をした子どもの割合
年度

3
４
5

小学生
94.7%
95.4%
96.5%

中学・高校生
85.6%
93.3%
91.5%

資料：「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アンケ
　　　ート調査（令和２年～令和５年度）

◆絵本の読み聞かせをしている保護者の割合
年度

3
４
5

就学前児童
68.2%
68.1%
70.3%

小学生
23.4%
22.6%
16.6%

資料：「元気発進！子どもプラン（第3次計画）」に関する市民アンケ
　　　ート調査（令和２年～令和５年度）

66.2％
10.6％
62.7％
26.1％
40.1％
51.4％

４

63.3％
10.9％
64.0％
21.4％
52.2％
38.7％

3

61.5％
10.9％
65.0％
17.1％
51.8％

35％

※令和２、３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため未実施
※令和４、５年度は「幼児期の肥満とやせに関する研修会」を開催
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■ワーク・ライフ・バランス推進事業

○北九州市女性活躍・ワークライフバランス表彰

○「北九州イクボス同盟」設立

（14）子育てと仕事との両立に向けた
　　　環境づくり
　　　　　～子どもも仕事も大事に生活～

● 子育てを楽しみ、子どもの成長に喜びを感じるため

には、保護者が男女を問わず子育てに向き合うことが

できる時間、親子で過ごす充実した時間を持てるよう

環境の整備を行うことが必要です。

● 本市の現状を見ると、「仕事と生活の調和が取れて

いると思う人の割合」は、６割超まで上昇してきました。

（※１）。また、「仕事と子育ての両立で大変だと感じる

こと」では、「急な残業が入ってしまう」、「子どもが病

気のとき休みづらい」、「時間の余裕がない」と回答し

た割合が多くなっています（※２）。

● 子育て世代の長時間労働を解消し、子どもと向き合

う時間を十分取れるよう、また子どもの病気など、生

活上必要なときに休める職場環境づくりを進めること

が必要です。

● 家庭内の現状を見ると、父親が「家事をしている」

割合が７割となっています。一方で、主に子育てをし

ているのが「父母ともに」と回答した割合は５割です（※

１）。家事・育児を全くやっていない父親は少なくなっ

ていますが、「母親と同じくらいやっているか」という

視点で見ると、さらなる改善の余地があると考えられ

ます。

● 結婚、出産に関して、配偶者のいない人の約７割が

「結婚したい」と答えていますが、そのうちの約６割が

「異性と出会う場や交際する機会がない」、約４割が「異

性とうまくつきあえない」と回答しています。また、

出産に関しては、「赤ちゃんが誕生することに喜びを感

じる」が約８割となっていますが、「不妊について不安

や心配がある」が約２割、「なかなか子どもができない

場合、不妊治療を受けたい」が４割を超えています（※２）。

● 引き続き、「ワーク・ライフ・バランス」、「イクボス」等の

取り組みを進め、企業に対する効果的な働きかけや広報活動を

行っていきます。

● 男性の家事・育児などへの参画を促進するための取

り組み、環境づくりを推進します。

● 結婚や出産は、個人の考え方や価値観に関わる問題

ではありますが、職場環境を含めて、結婚したい人、

出産したい人が、その希望をかなえられる仕組みづく

り、社会づくりを進めます。

※１ 「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」成果指

標（令和４年度）

※２ 北 九 州 市子ど も・子育 て支援 に 関 す る 市民ア ン

ケート調査（平成 30 年度）

①事業者等との共同による仕事と生活の調和の推進
■ワーク・ライフ・バランス推進事業
　　　　　　　　　　　　　〔総務市民局女性の輝く社会推進室〕

　誰もが多様な働き方や生き方を選択でき、活力ある

豊かな社会を実現するため、「北九州市女性活躍・ワー

クライフバランス推進協議会」の意見を踏まえ、企業

向け出前セミナーやアドバイザー（社会保険労務士）

派遣といった企業等の取組支援やホームページ等での

広報啓発を行うなど、ワーク・ライフ・バランスの推

進に向けた取組を実施しています。

○北九州市女性活躍・ワークライフバランス表彰
　平成 19 年度から、子育て支援や男女がともに働き

やすい環境づくりなど、ワーク・ライフ・バランスの

推進に取り組んでいる企業・団体を表彰し、その取組

内容を広く市民や事業所の皆さんに情報提供していま

す。

○「北九州イクボス同盟」設立
　本市では経営者が「イクボス」として、自らワーク・

ライフ・バランスを実践しながら、従業員の仕事と家

庭生活の両立、キャリア形成を応援し、生産性の向上

や多様な働き方を推進する「北九州イクボス同盟」を

平成 29 年度に設立しました。

　イクボス相互の連携を通じそれぞれの取組を発展さ

せながら、誰もが望むかたちで力を発揮でき、活力に

満ちた社会の実現を目指します。

現状・課題

方向性

主な取り組み
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性・年齢別ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識

仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実）

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（令和４年度）

性・年齢別ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識

■不妊等に悩む方への治療支援及び専門相談

■結婚を希望する若者への支援■ジェンダー平等社会推進事業
②男性の家事・育児への参画促進
■ジェンダー平等社会推進事業
　　　　　　　　　　　　　〔総務市民局女性の輝く社会推進室〕

　女性団体や NPO 等との協働による市民等に向けた広
報啓発や男女共同参画センター・ムーブ等での各種講
座の開催などにより、性別による固定的な役割分担意
識の解消と、男性の家事・育児への参画促進等に取り
組んでいます。

◆性・年齢別ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識のグラフ

◆仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実）のグラフ

③結婚・妊娠・出産を希望する方への支援
■結婚を希望する若者への支援〔こども若者成育課〕

結婚について、考えるきっかけづくりに取り組みます。

■不妊等に悩む方への治療支援及び専門相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　〔子育て支援課〕

　12 ページを参照してください。
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◆年次有給休暇（全国の労働者 1人当たりの平均年次有給休暇取得率）

年　度 H28

48.7％

H29

49.4％

H27

取得率

R元

56.3％

R２

56.6％

R３

58.3％

R４

62.1％

H30

52.4％51.1％

◆本市の女性の年齢階級別労働力率の推移

資料：総務省「国勢調査」

◆雇用者数及び女性雇用者割合の推移

資料：総務省「国勢調査」

全雇用者数（人） 女性雇用者数（人） 割合（本市） 割合（全国）

369,353 379,663
398,711 388,679 378,225 366,361 362,081 

133,640 148,416
162,025 165,367 167,358 164,723133,640 148,416
162,025 165,367 167,358 164,723

 

36.2%

39.1%
40.6%

42.5%
44.2% 45.0%

37.3%

41.8%
43.4%

36.2%

39.1%
40.6%

42.5%
44.2% 45.0%

37.3%

39.2%
40.5%

41.8%
43.4% 43.5%

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
30.0%

35.0%

40.0%

50.0%

45.0%

昭和60年平成2年 令和2年7年 12年 17年 22年 27年

167,362167,362

44.8%44.8%

353,776

 
167,439167,439

47.3%

◆「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に
　対する肯定派・否定派の割合

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（令和４年度）

◆家庭生活での男女平等達成感

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（令和４年度）

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（令和４年度）

資料：厚生労働省「令和５年就労条件総合調査」

◆男性が育児休業等をとることについての考え方

【自分・自分の夫の場合】

育児
休業

子の
看護休暇

◆共働き等世帯数の推移

資料：内閣府男女共同参画白書（令和５年版）

353,776

46.2%46.2% 46.2%46.2%46.2%
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性・年齢別ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識

仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実）

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（令和４年度）

■不妊等に悩む方への治療支援及び専門相談

■結婚を希望する若者への支援■ジェンダー平等社会推進事業
②男性の家事・育児への参画促進
■ジェンダー平等社会推進事業
　　　　　　　　　　　　　〔総務市民局女性の輝く社会推進室〕

　女性団体や NPO 等との協働による市民等に向けた広
報啓発や男女共同参画センター・ムーブ等での各種講
座の開催などにより、性別による固定的な役割分担意
識の解消と、男性の家事・育児への参画促進等に取り
組んでいます。

◆性・年齢別ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識のグラフ

◆仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実）のグラフ

③結婚・妊娠・出産を希望する方への支援
■結婚を希望する若者への支援〔こども若者成育課〕

結婚について、考えるきっかけづくりに取り組みます。

■不妊等に悩む方への治療支援及び専門相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　〔子育て支援課〕

　12 ページを参照してください。
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